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７月１５日（金） 

受講者数 １９名 

（講師含む） 

 

○学期末業務と重なり厳しいが、中体連等との兼ね合いを考えると適当。 

●かなり厳しい時期。次年度に生かすという点で冬休み中が良かった。（道研も冬場の事業は少な

いのでは） 

●研究主題作成を考えると、もっと早い時期に行った方がよい。 

 ○ワークショップについては、講師の松林先生自らの授業を提示していただき、大変貴重な機会

となった。講座にむけて資料等の準備、構想するのは大変な負担であったと思いますが、様々

な意見が聞けて、また活動できてためになりました。 

○研究主題、仮説等の結びつきについて、どのように考えて原案を立ち上げたらよいか分からな

かったが、今回の講座でそれが確認できた。 

 ○今年度研修担当になったということで、初めて受講しましたが、研究主題のパターンや教育目

標とのつながりが重要であるということを知り、勉強になった。 

○学期末より学期初め、課業日よりも長休中がよい。 

 

 

 

 

 

受講者の方々の声 

太田 淳先生 

（岩内町立岩内中央小学校） 

 松林 丘峰先生 

（黒松内町立黒松内中学校） 

後藤あゆみ 研修研究主事 

（北海道立研究所） 


